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第60回モデレーター：小山重人、細川亮一、伊藤恵美 

抄録：チーム医療への歯科の参加が求められています。本講演ではまず、

代表的なチーム医療である、摂食・嚥下リハビリテーションチームにおける

歯科の役割を通して、他職種にも是非知っておいてもらいたい歯科的な知

識について解説し、その際に必要な摂食・嚥下障害の知識や、そのリハビリ

テーションの実際についてもお話させていただく予定です。また、まだ一般的

ではありませんが、終末期がん患者を対象とした、緩和ケアチームへの歯

科の参加も実は必要なのです。緩和ケアチームでの歯科の役割を通して、

口腔にはどのような症状があり、どのように対応すべきかを、こちらもなるべ

くわかりやすく解説する予定です。歯科医療従事者だけでなく、関連する他

職種のみなさんにも是非参加いただければと思います。 
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